『小さな出会い』

　冬になってから雨らしい雨が降ってこなかったためか、初雪は随分と張り切っているようだ。
　授業の最中に雪が降っていることには気づいていたが、授業が終わり外に出ると、こんなに降っていたのかと驚くほどのものだった。

　今日は生憎、傘の持ち合わせが無かった。何故こういう日に限って天気予報ははずれるのだろうと八つ当たりに近い感情を抱く。
しばらく屋根のある場所で雪を観察していたがこのままでいるわけにもいかず、一つため息をついてからダッフルコートのフードを目深にかぶると、雪雲の下に飛び出した。
風は強くなかったが、走ると前方から雪が襲ってくる。
三百メートル程走ったところで息が切れ、走行から歩行へと移行した。
そんな私の前から傘をさしたサラリーマンらしき男が走ってきて、私とすれ違う。

この大雪だ、皆急いで帰宅しようとしているのだろう。

そう思ったとき、不意にある男の子が目に付いた。

リュックサックを背負ったまま街灯にもたれかかり、ビニール傘越しに天を仰いでいる。
何をしているのだろうか。私は多少興味をひかれつつも、風邪をひいてしまうことを恐れ、早歩きで彼の前を通り過ぎた。

「ねえ」

　その時、彼が声を上げた。振り向くと、彼は真っ直ぐこちらを見ていた。

「何かな」

　私は多少焦りながら尋ねた。彼はそんな私にビニール傘を差し出して言った。

「風邪ひいちゃうよ」

　にっこりと笑う彼に対し、私は返答に迷った。願ってもいない幸運ではあったが、このまま傘を貰ってしまってよいものだろうか。
　彼が風邪をひくかもしれないという心配、彼にそこまで心配させてしまった申し訳なさ、そこまで心配させる自分への嫌悪、無料で物を受け取ってしまうことの後ろめたさ、色々な感情が同時に湧き出てきて、私は混乱してしまった。

　そんな私を見て彼は不思議そうな顔をしていたが、ああ、と何かを思いついたかのように言って、リュックサックを下ろし、中から折り畳み傘を取り出した。

「僕、もう一つ持っているんだ」

　はい、と彼は再びビニール傘を差し出した。
　私は断れず、ありがとう、と言って傘を受け取った。

　どういたしまして、と笑う彼に、折角だからと、私は気になっていたことを訊ねた。

「ねえ、どうして空を見ていたの」

　風邪を引くかもそれないのに、とは言えなかった。自分が言えたものではない。

　彼は楽しそうに答えた。

「雪が見たかったんだ。きらきらしていて、とっても綺麗だったから」

　そう語る彼の目は、眩しいほどに輝いていた。

　私はそんな彼に、自分の忘れていた何かを見たような気がした。あの、小さい世界しか知らなかった自分が持っていた何かを。
　私は彼に対し、深く頭を下げた。

「本当に、ありがとう。とても助かった」

「いいよ、そんな」

　彼は少し照れたようだった。

「じゃあ僕、そろそろ帰るね」

　そう言って彼は私に背を向け、薄暗い雪道を歩き始めた。

　私は彼が見えなくなるまで、そこに立っていた。

後書

　どうも、ジョーズです。言うまでもないことですが短いですね。十分な時間がないと満足できる作品が仕上がらないと分かってはいるものの、ついつい怠けてしまう自分に対しむかっ腹がたってしまいます。

　ただ、春休みの間にも何作か作る気でいるので、そこで挽回できたらなと思います。

　それでは！






